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2年 三谷 竹流
（松永）

3年 寺澤 龍基
（八次）

2年 新沖 彩香
（江田島）

2年 新藤 隆成
（川地）

部長 3年
德光 歩美（三隅）

ゴールデンスコアの
指導差で惜敗
ゴールデンスコアの
指導差で惜敗

タイブレーク15回の激闘タイブレーク15回の激闘

歓迎セレモニー歓迎セレモニー歓迎セレモニー歓迎セレモニー

　県総体は、5月26日～28日、県立浜山公園陸上競技場で開催
され、9名の選手が6月17日～19日の中国大会（同会場）に出場。
田中さんは走る度にタイムが上がり絶好調。スタートは抜群の瞬
発力を持っている。高１の12月末に入部したので、人に追いつけ
追い越せと努力を重ねてきた。「大畑聖文監督の指導を素直に
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日本高校ダンス部選手権新人戦 日本高校ダンス部選手権新人戦 
近畿・中国・四国大会スモールクラス近畿・中国・四国大会スモールクラス

ダンス部

サッカー部

野球部柔道部
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ジャンボ

（こんにちは）

主将 3年
豊田 航磨
（横田）主将 3年

元川 新大
（墨江丘）

　留学生
エスターワンジル
（ケニア）3000m

2年 村上　倫
（仁多）

1500m・3000m

2年 広山　舞
（松江一）
800m

3年 田中 優二（三隅）3年 田中 優二（三隅）

2年 伏谷 久慧
（青陵）
八種競技

2年 齋藤　桃
（益田）

やり投げ・七種競技

2年 石田 萌笑
（益田東）

1500m・3000m

3年 作間 華絵
（横田）

800m・1500m

【主将】  3年
大庭 一心（益田）
3000m障害

ケニア
からの
留学生

ケニア
からの
留学生

限界に挑戦するがむしゃらな姿

何度でも立ち上がり向かっていく精神 人生の喜びとなり輝きとなる その一コマが青春のページに刻まれていく
勝敗に涙するひたむきな心 倒し倒されることもある戦い
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文文 でで活躍活躍武武

県総体県総体

中国大会出場中国大会出場準優勝準優勝

スタートからびっくりの
スプリンター

やっているだけ。心身ともに苦しい時は『きつい練習だからこそ
自分のためになる』と思っている。」と童顔で語る。めきめきと力
をつけ、突然出現したビッグスプリンターはまだまだ伸びていく。
留学生も含めて9名の選手が中国大会に出場し、全国総体出
場につなげていきたい。

陸上競技・駅伝部
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　三谷さんは、第44回全国高等学校柔道選手権大会で
２回戦を愛知県大成高校と戦い、延長戦「技あり」で敗
れ日本武道館を後にした。この大会出場で県覇者となっ
た試合では、ゴールデンスコア「技あり」で勝利し、県総
体ではその相手にゴールデンスコア指導差で敗れる。壮
絶な覇者奪い合い戦となった。14回目のインターハイ出
場は次年度へ持ち越すことになった。6月の中国大会に
出場した新沖さんも2年生。今後の活躍に期待できる。

　コロナのため来日が１年延長し、ジュディとシェイラに継いで３
人目の留学生エスター。明るく爽やかな人懐こい印象で、自らどん
どん日本のことを吸収しようとするパワーを持って、友達と気軽に
交流している。５月６日（金）全校生徒と職員で歓迎セレモニーを
行い、生徒代表の２年鶴﨑康太さんは英語で歓迎の意を述べた。
日本文化の神楽部の舞いに魅入り、ダンス部の踊りに拍手を送っ
ていた。エスターは県総
体で3000m２位となり
中国大会に出場する。

　松江市営野球場で開催された島根県高校
春季野球大会最終日。序盤は追う展開であっ
たが同点で延長線に突入し、15回で大東を
9-8で突き離した。中国大会は県立浜山球場
で鳥取城北と戦い逆転の6-3で制しベスト４
となった。部員136名全員がＴシャツ「仇も情け
も我が身から」の文字を背にし、主将の元川さんについて５回
目甲子園出場という同じ方向に向かっていく。野球を愛する
地域の子どもたちに、優しく指導したり、地域のイベントにも
積極的に参加したりするなど、野球部は地域交流にも力を入れている。
県外生の多くは故郷や家族への感謝の心を自覚し、島根の風と光の中
で心身ともに成長していく。

　県総体１回戦はPK勝
ちで立ち上がり覇者を
狙っていたが、準々決勝
戦でPK敗退。たった１本
１点の運を実力に繋げる
ために、経験・観察眼を
鍛え努力を重ねてきた
サッカー部。昨年はチーム
の中から優秀賞選手にも
選ばれ、県サッカー協会
から表彰された。主将
の豊田さんが目指し
たのは頂点のみ。

三谷 竹流
（松永）
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